
報告者名  

財団法人  

化学及血  
清療法研  
究所  

①添加物  

②一⑨製  
造工程  

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ  

ド②  
沈降破傷風トキソイド③  
ジフテリア破傷風混合トキソイド④  
ジフテリアトキソイド⑤  
コレラワクチン⑥  
沈降精製百日せきジフテリア破傷  

傷風トキソイド⑨  風混合ワクチン⑦、⑧ 破  

蕪…‾  
財団法人  

化学及血  
清療法研  
究所  

①、④製  

造工程  
②、③添  
加物・製  
造工程  

製造工程  

ラ手薄  

＿ユ‾－■ソ‾‾ ランド、オー ストラリア  乾燥弱毒生風しんワクチン②  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン③  
組織培養不活化狂犬病ワクチン④  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

ラクトビオ  

ン酸エリ  

スロマイ  

シン  

リ 訪：議■  アメ   

インフルエンザHAワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチ  
ン  

インフルエンザワクチン  

ナダ、ニュー ジーランド  

有‥  川崎三鷹  
製薬株式  
会社   

持田製薬  
株式会社  

胎盤性性  
腺刺激ホ  
ルモン   

注射用凍  
縮乾燥製  
剤  

有効成分  

スウ1一子●ンの研究グループはこれまで知られていなかった小  

児の重症呼吸器感染の原因である可能性が高いウイルスを  
HumanbocaviruSと命名した。小児病棟540例の小児の検  
体において17例の病因であった。小児において重症呼吸  
器感染症の12－39％の原国が同定されていない。  

蕪…  
ウイルス感染  

有効成分  
已本薬局方 注射用胎盤性性腺刺  

ト（妊婦）尿  Reuters Foudation  
Ale止Net．Newsdesk  

2085年8月22日  
激ホルモン  

は2005年10月3日、米国から帰国した男性会  

厚生労働省 平成 り年10月3日  

ウエストナイル  

ウイルス  社員（30歳代）が、米国で流行中のウエストナイル熟と診断  
されたと発表した。日本で初のWNV感染例である。この患  
者は米国で感染した可能性が高い。   
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ウエストナイル  

ウイルス  
2004年米国で、WNV性脳炎発症8日後の65歳患者から採  
取した尿検体からWNVRNAが検出された。しかし、その後  
の尿検体からは検出されなかった。血液中の中和抗体が  
尿へのWNV排泄を阻害しているのかもしれない。今後  
WNV感染患者の尿検体検査時期を検討する必要がある。  

2005：11：1294－  EmergInfectDis  1296  

変異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

慢性炎症性腎疾患が、感染性プリオンを尿中に排出する引  SGienc82005；310：  

324－326  き金になるか検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイ  
ピー感染マウスの尿蛋白を接種した非感染マウスは、スク  
レイピーを発症した。尿はプリわの水平感染へ■ウトとなり、  
排泄臓儒の炎症はプリわの拡大に影響を及ぼす可能性が  
示唆された。  

トリインフルエ ンザ  CDC2005年11月7  

日  

http：／／www．cdc．gov  

／f］u／avian／outbrea  

ks／asia．htm  

WHO鳥インフルエンサ●H5Nl型の更新情報。2003年－05年のア  
ゾア、ヨ一口ツハ○におけるH5Nl型鳥インフルエンサ’感染の動物お  
よぴヒトでの進展状況。動物では家禽、渡り鳥、ブタ、ネコ  
科動物での感染が確認されている。  

トリインフルエ ンザ  厚生労働省 平成  
18年1月10日  

http：／／www．mhIw．go  

jp／houdou／2006／0  

1／hOllO－4．html  

平 成17年6月以降、高病原性鳥  

た茨城県及び埼玉県の養鶏場の従業員等及び防疫業者  
の一部に対し、感染症の有魚を確認するために健康状態  
及びウイルス検査を実施したが、インフルエンザ様症状を  
示す者はなく、PCR検査によるウイルス遺伝子検査の結果  
はすべて陰性であった。また、血清中和抗体検査では、第  
1回抗体検査と辛2回抗体検査との間で4倍以上の抗体価  
上昇が15例で見られた。全体としては353名中丁7名が陽性  
と判定された。  

トリインフルエ ンザ  
WHO／CSR2006年1  

月柑日  
httpノ／ww．wh0．int  
／csr／don／2006＿01＿  

19／enパndex．html  

中国衛生省はH5Nl型トリインフルエンザウイルスによるヒ  
ト感染例をさらに1例確定した。この患者は四川省在住の  
35歳女性で、家禽遠別者として働いていたが、発症9日目  
に死亡した。この症例は中国における9例目の確定診断例  
で、そのうち6例が死亡している。   

．‥．●‥＿＿＿L＿‥．＿  ＿l．  
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生物由来  

平成‖年6月以  厚生労働省 平成  
18年1月10日  
http：／／www．rnhtw．go  

jp／houdou／2006／0  
1／hOllO－4．html  

下垂体性  
性腺刺激  
ホルモン  

持田製薬 株式会社  た茨城県及び埼玉県の養鶏場の従業員等及び防疫業者  
の一部に対し、感染症の有無を確隠するために健康状態  
及びウイルス検査を実施したが、インフルエンザ様症状を  
示す者はなく、PCR検査によるウイルス遺伝子検査の繕果  
はすべて陰性であった。また、血清中和抗体検査では、第  
1回抗体検査と第2回抗体検査との間で4倍以上の抗体価  

上昇が15例で見られた。全体としては353名中77名が慣性  
と判定された。  

中国衛生省はH5Nl型トリインフルエンザウイルスによるヒ  WHO2006年1月19  

日  
http：／／www．who．int  

／csr／don／2006＿0し  

19／en／index．html  

トリインフルエ ンザ  
ト感染例をさらに1例確定した。この患者は四川省在住の  
35鰻女性で、家禽選別者として働いていたが、発症9日目  
に死亡した。この症例は中国における9例日の確定診断例  
で、そのうち6例が死亡している。  

持田製薬 株式会社  
日本薬局方 ヘパリンナトリウム注  蕪…  

有効成分  
日馬 ヘ  
パリンナト  
リウム  

胎盤性性  
腺刺激ホ  
ルモン  

サウソアラ［’ァで初のvCJD患者の報告された。患者は牛肉を  

食べ、海外渡航歴として1995年にフランス2週間、98年に米  
国1年間、英匡何日聞の滞在歴があった。臨床的、神経病  
理経織学的、遺伝子学的にvCJDと確定診断された。  

あすか製  
薬株式会  
社  

日局胎盤性性腺刺激ホルモン  
フェルト・ヤコブ  
変異型クロイツ  病  

有効成分   
中国・ブラジ ル  Neurology2005；  

64（Supp11）：AlOO  

感染症病院の医師が、男性1名とその息  トリインフルエ ンザ  The Australian 
Online 
2005年10月20日  

http：／／www．theaust  

ratian．news．co．au／c  

OmmOn／storY＿page  

子1名、ならびに幼児1名がトリインフルエンザ感染の疑い  
があると発表した。同園でのトリインフルエンザによる死亡  
例は公式には3例であるが、H5Nlウイルスによると疑われ  
る死亡例は、少なくともさらに6例はいる。  

中国衛生省によると、中国で初めて2例の高病原性トリイ  
ンフルエンザウイルス（H5Nl〉感染症例が確認された。1例  
（9歳少年）は回復したが、もう1例（24歳女性）は死亡した。  
インドネシア衛生省は、さらに2例のH5Nl型トリインフルエ  
ンザ感染者を確定した。2例とも危篤である。   

2005年11月  トリインフルエ  
ンザ  

WHO   

／csr／don／2005＿11－  17日 http：／／www．whojnt  17／en／  
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生物由来  原材料名  

WHO2006年1月5  
感染した初めてのヒト2例を確認した。14歳の少年と、その  
姉である15歳の少女で、両症例とも死亡した。当局による  
と1月1日以来、この2例を含め‖例の患者が同様の症状  
で入院している。当局の要請により、WHOなどからの専門  
家チームがトルコに派遣された。   

／csr／don／2006＿01＿  日 http：／／www，Who．int  05／en／  

武田薬品  
工業株式  
会社  

ウシ内水  
日せきジフテリア破傷  オーストラリ ア  

製造工程  

風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ  
ド  
沈降破傷風トキソイド  
コレラワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

武田薬品  
二葉株式  
会社  

日せきジフテリア破傷  カザミノア  
シド  

計  ニューー  

ジ ランド、オー ストラリア  
製造工程  

風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ  
ド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合「トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

蕪…  ポリペプト  
ン   

ウシの乳  ．■＿．ヽ● ．＿ユ■■■■－■ン‾■■  

ランド・中国  

製造工程  
日せきジフテリア破傷  武田薬品  

工業株式  
会社  

風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ  
ド  
乾燥痘そうワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
コレラワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ワイル病秋やみ混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
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報告者名  

工業株式  
武田薬品  会社  

製造工程  

＿ユーソー ランド、オー ストラリア   ブミン水  
ラクトアル  解物  

乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  
弱毒生凰しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワク  
チン  

‥  
rさラ仔お古ノ5ク占  武田薬品  

工業株式  
会社  

蕪…  日せきジフテリア破傷  
ウシ心臓 透析外液  

製造工程  
オーストラリ  

ア  風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ  
ド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

蕪…  鋪‾‾  ’●f5点けdd岳ノ5ク岳‾‾  武田薬品  
工業株式  
会社   

武田薬品  
工業株式  
会社  

武田薬品  
工業株式  
会社  

製造工程  

蕪…  ‥√i占「おd占ノ5ク岳‥  鋪■■   ニワトリ  

胚細胞  

製造工程  

乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワク  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  チン  

北海道における急性E型肝炎患者を対象とし、∈型肝炎ウ  
イルス感染および重症化の危険因子について検討した。  
急性∈型肝炎患者27例中25例（93％）が発症の2週から8遇  
前にブタレバーかホルモンを摂取していた。Ⅳ型感染例は  
Ⅲ型より重症であった。また基礎疾患の有無が重症化と  
密接な関連があった。  

日本公衆衛生雑誌 2005；52（8S）：922  

蕪■■■  
E型肝炎  

‥†j6「露d占ノさクる■■  
製造工程  

アメリカ合衆 国  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

北海道における急性E型肝炎患者を対象とし、E型肝炎ウ  
イルス感染および重症化の危険国子について検討した。  
急性E型肝炎患者27例中25例（93％）が発症の2退から8遇  
前にブタレバーかホルモンを摂取していた。Ⅳ型感染例は  
Ⅲ型より重症であった。また基礎疾患の有無が重症化と  
密接な関連があった。  

日本公衆衛生雑誌 2005：52（8S）：922  

蕪…  
E型肝炎  製造工程  トリプシン  －‾  

†j汀お古占フ5フる  武田薬品  
工業株式  
会社  

ワクチン  アメリカ合衆  
国、カナダ  乾燥弱毒生風しんワクチン  

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワク  
チン  
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堵告著名  生物由来  

原材料名  ウシの乳  武田薬品  
工業株式  
会社  

日せきジフテリア破傷  
製造工程  

－ユ‾ン′‾  

ランド、アメ  

リカ合衆国、  

オーストラリ  

ア  

風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ  
ド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製青白せきジフテリア破傷  
風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

武田薬品  
工業株式  
会社  

ち享ジi「  
ウシ血清  

①～③アメリ  

カ、ニューシ’－ラ  

ント●、オーストラリ  

ア、④－⑥  
ニューシーーラン  

トー、⑦アメリカ、  
⑧ニューシ■－ラ  

ンド、オースけノ  
ア、  

製造工程  
蕪■‖  

乾燥弱琶生風しんワクチン②  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン③  
日本脳炎ワクチン④、⑤  
乾燥日本脳炎ワクチン⑥  
弱毒生風しんワクチン⑦  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワク  
チン⑧  

武田薬品  
工業株式  
会社  

日せきジフテリア破傷  
シの乳  

アメリカ、日 本  
製造工程  

蕪…  雇‥   
スキムミ ルク  風混合ワクチン  

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ  
ド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

工業株式  
武田薬品  会社  

日せきジフテリア破傷  
ウシ肝臓  

オーストラリ ア  
製造工程  

蕪‾‾‾  
風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ  
ド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

工業株式  
武田薬品  会社  

日せきジフテリア破傷  
ウマ血清  製造工程  

蕪…  
風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイ  
ド  
ジフテリアトキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

武田薬品  
工業株式  
会社  

ウシ皮膚  
日本  

製造工程  
蕪●●●  

乾燥痘そうワクチン  
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原産箆  アメリカ  
生物由来  
戚允名∴  

． 筋アデ   

原材料名   
ウマ筋肉  製造工程  

乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふかぜワクチン  
弱毒風しんワクチン  

ニール酸  

蕪…  雇‖  
武田薬品  

工業株式  
会社  

武田薬品  
工業株式  
会社  

デンカ生  
研株式会  
社   

東和薬品  

株式会社  

ウイル病秋やみ混合ワクチン  
ウサギ血 清  

製造工程  

蕪…  雇‥  
マ血清  有効成分  

自首  ウマ免疫  
グロブリ  
ン  

卵黄衰  

乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

蕪…  ワクチン  ワトリの受   
製造工程  

近年、世界的にA型インフルエンザウイルスの間でアダマ  インフルエンザ  ・硫酸亜鉛配合剤  
添加物  

蕪■■■  鋪■■   コンドロイ  

チン硫酸  
ナトリウ  
ム  

アメリカ  
CDC／MMWR2006；  

55（02）：44－46  ンティン耐性率が有意に増加し、米国でも2003年から  
2004年のインフルエンザシーズンには1．鍋だった耐性率  
が、2004年から2005年のシーズンには11†iに増加した。一  
方、ノイラミニダーゼ阻害薬に対する耐性は世界的にまれ  
である。米国は2005年から2006年の残りのインフルエンザ  
シーズンにはインフルエンザにアダマンティンを使用しな  
いように勧告した。  

中国本土で初めて、A型トリインフルエンザウイルス  トリインフルエ  

ンザ  Lancet2006：367： 84  （H5Nl）のヒト感染症例が確認された。2005年10月8日に  
発症した12歳少女は、9日後に死亡した。弟の9歳少年は  
発症したが、回復した。村では家禽が9月から死に始めて  
おり、患者の零でも飼っていたことから、家禽からのウイル  
ス感染とみられる。  

オセルタミビル治療中のベトナム人患者8例中2例から、オ  インフルエンザ  NEng】JMed2005；  

353：2667－2672  セルタミビルに対する高度耐性をもたらすノイラミダーゼの  
アミノ酸置換を伴うA型インフルエンザ（H5Nl）ウイルスが分  
離された。この2例の患者は死亡した。生き残った患者で  
は治療中、ウイルス値は急速に検出できないレベルにま  
で減少した。   
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報告者冬  

日  
シェーリ  

ング株式  
会社  

変異型クロイツ  
フェルトヤコブ 病  

添加物  ンベーター1b（遺伝子  
アメリカ  

人血清ア ルブミン   
HPSWeeklyReport  
2005；39：189  いる虫垂および扁桃検体を検査した。その結果、VCJD羅  

患率は10－30歳で100万人当たり46－692例であると見積  
られた。この値は臨露例からの推定値よりはるかに大き  
かった。  

6月齢の雌ヒツジ30哀別こBSEウシの脳5gを経口授与し、6ケ  蕪…  日本ピー  
ン‘－－ソー■  

製造棟式  
会社  

添加物  
オランダ、ベ  
ルギー、ドイ  
ツ、ルクセン  
ブルク  

VetRec2005；157： 206  月後に、同月齢のBSE脳非投与のヒツジ20頭と、一つの群  
れとして生活させ、自然交配させ、出産させた。投与群で  
は30頭のうち24頭が投与後655日から1056日の聞に死亡  
した。2003年に生まれた2頭の子羊はBSEで死亡した。子  
羊の母親2頭は臨床症状を呈した。ヒツジにおいてBSE  
が、子宮内や出産前後に伝播しうることが初めて確認され  
た。  

シカやヘラジカのプリオン病である慢性消耗病（CWD）のヒ  

フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

JNeurosci2005：  
25：7944－7949  トヘの伝播性をトランスジェニックマウスを用いて調べた。  

ヘラジ力またはヒトのPrPを発現するようにしたトランスジェ  
ニツクマウスにヘラジカCWDプリオンを脳室内接種したとこ  
ろ、前者（シカ化マウス）は26例中25例が発病したが、後者  
（ヒト化マウス）は51例全てが発病しなかった。ヒトがシカの  

CWDに感染する危険性は極めて低いと思われる。  

2005年5月4日、中国西都の青海省青海湖の鳥の島で数  

蕪…  正一‾  トリインフルエ ンザ  
製造工程  

ン′－ソ■  

製造株式  日本ピー   会社  
Science2005：309： 1206  羽のトリが死んでいるのが発見され、6月未までに1000羽  

以上の野鳥が種患した。病理所見はH5Nl型トリインフル  
エンザに感染した家禽と同じであり、複数のH5Nl型トリイ  
ンフルエンザウイルスが分離され、香港2004年分離株と密  
搾な関連が認められた。渡り鳥のH5Nl型トリインフルエン  
ザ感染は潜在的な世界的脅威である。  

トリインフルエ ンザ  2003年に中国から日本に輸入されたアヒル肉から、遺伝  
型が特異なH5Nl型インフル工ンザウイルスが分離され  
た。この分雛株はニワトリには高病原性を示したが、マウ  
スには示さなかった。しかし、一度このウイルスに感染させ  
たマウスの脳から分離したウイルスは、アミノ酸置換が起  
こっており、病原性を増加させた。   

Virology2005：339：  

101－109  
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インフルエンザ  JViro12005；79：  

11788－11800  H5Nlウイルスは、マウスおよぴフェレットで高い致死率を  
示したが、トリから分離されたH5Nlウイルスは高い致死率  
を示さなかった。フェレットにおいて、2004年ヒト分離H5Nl  
ウイルスは、1997年ヒト分離H5Nlウイルスと比べ、症状の  
急速な悪化、高い致死率を示した。  

トリインフルエ ンザ  2005年2月、ベトナムのトリインフルエンザ感染者において  
オセルタミビルに耐性を示すH5Nl型ウイルスが発見され  
た。患者は予防土から開始し、のち高用量（治療董）投与  
され、回復した。高用主役与後はウイルスは分離されな  
かった。フェレットに感染させた実験で、オセルタミビル耐  
性ウイルスはザナミビルには感受性を示した。  

Nature2005；437： 1108  

インフルエンザ  
1918年に大流行したインフルエンザ（スペイン風邪）ウ イ ル  

Science2005：310二 77－80  スの病原性を調べるため、当時インフルエンザで死亡した  
患者の肺組織から1918ウイルスRNAを再現した。1918ウ  
イルスはマウスおよぴニワトリ胚で致死性を示し、ヒト気管  
支上皮細胞で高成長型凛現型を示した。  

米国の研究チームは、1918年に大流行したインフルエン  
ザ（スペイン風邪）で死亡した患者の肺組織から1918ウイ  

ルスを復活させた。1918ウイルスはマウスおよびニワトリ  
胚で致死性を示し、ヒト気管支上皮細胞で高成長型表現  
型を示した。1918ウイルスの増殖機構を調べることによ  
り、新しい抗ウイルス薬の開発に役立つであろう。  

インフルエンザ  

Science2005：310： 28－29  

トリインフルエ ンザ  動物衛生研究成果  
情報2004；4：7－8  

2004年1月に、日本で発生した高病原性トリインフルエン  
ザから分離されたウイルスを遺伝学的ならびに病原学的  
に解析した。分離ウイルスは韓国分離株と同じ遺伝子型  
に属し、タイやベトナム分離株とは異なること、またニワトリ  
に対し高病原性であることが明らかになった。   
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原材料名  生物由来   

国広某省のガチョウ農場で最初に発見されて以来、この  
10年間に多くの動物様に対して病原性を高め、また宿主  
域を広めている。ニワトリ、水鳥（カモ、サギなど）、留鳥（カ  
ラス、スズメなど）、哺乳類（マウス、ネコ、ヒトなど）に対す  
る病原性の推移について述べた。  

2005：1011：849－ 852  

アジア各国で発生している高病原性トリインフルエンザの  
現時点での防疫対策は感染個体の殺処分と移動制限に  
よる封じ込めである。しかし、ゲノム解読、ナノテクノロジー  
等による研究の積み重ねは、確実にインフルエンザ対策  
に貢献していることは間違いないと考えられる。  

トリインフルエ ンザ  

2005：41（増刊号）： 9－16  

16日現在、中国四川省におけるブタでの  
レンサ球菌感 染  

WHO2005年8月16  

日  

http：／／www．wpr0．W  

ho．int／mediaTCentre  

／news／news＿20050  

816．htm  

蕪…  痛‥  有効成分  中華人民共  
和国  

日本  
シエーリ  

ング株式  
会社  

くリンナトリウム  
Streptococcussuis流行に関連した疾病はヒトで215例発  
生し、そのうち39例が死亡した。流行のピークは2005年7  
月の第2退から第4週であった。病気のブタに接触したこと  
が感染の原因とみられ、ヒトからヒトヘの感染はなかったと  
思われる。更なる調査中である。  

16日現在、中国四川省におけるブタでの  2005年8月16  レンサ球菌感 染  
蕪…  

有効成分  
レビパリ  

ンナトリウ ム  
レビパリンナトリウム  アポット  

ジャパン  

株式会社  

WHO   

Streptococ¢USミuis流行に関連した疾病はヒトで215例発  
生し、そのうち39例が死亡した。流行のピークは2005年7  
月の第2退から第4週であった。病気のブタに接触したこと  
が感染の原因とみられ、ヒトからヒトへの感染はなかったと  
思われる。更なる調査中である。  

日  

http：／／www．wpro．w  

hc．int／media＿Centre  

／news／news＿20050  

816．htm  

ヘパリン  

米国のFDA血液製剤諮問委員会で、HBVDNA陽性、  B型肝炎  肴…  鋪‖  ①日本、②  
③米国  

有効成分  
人免疫グ  
ロブリンG   

人血威  リエチレング1」コール処理人免疫  
株式会社  

ベネシス  

.HBc AABB Weekly 
Report  
2005：11（26）：4－5  

抗体陰性、HB＄抗原陰性、又は中和試験で確認されない  
が、繰り返しHBs抗原陽性であった輸血用の全血および血  
液成分のトトは、最低6ケ月経過した後に個別NATにより  
HBVDNA陰性、HBc抗体陰性及びHBs抗原陰性であれば  
再登鋳できることを合意した。   

グロブリン①、②  
人免疫グロブリン③  
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原材料名  
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・ 伝達性海綿状脳症（TSE）におけるPrPを含む凝集  Nature2005；437：  

257－261  
フェルトヤコブ 病  

ズと、感染性及び変換活性との関係を調べたところ、14－  
28PrP分子に相当する凝集塊を持つ非線維粒子がTSEの  
最も有効なイニシエーターであることが 示唆された。  

ウエストナイル  

ウイルス  
厚生労働省は2005年10月3日、米国から日本帰国した男  

性会社員が米国で流行中のウイルス感染症である西ナイ  
ル熟と診断されたと発表した。発熱などの症状がみられた  
が、すでに回復している。  

Yomiuri Online 
2005年10月3日  

ウイルス感染  
サウジアラビアA眠humra地区で1995年に6人のデング熱  

JInfeGt2005；51 91－97  のような患者から、ダニ媒介性キヤサヌル森林熟ウイルス  
に非常に類似した新種のフラビウイルスが発見され、  
＾LKV（AlkhurTlraVirus）と命名された。サウソアラt’ァMakkahで  
2001年－03年にALKV疑い37例が確認され、そのうち20例  
からALKVが検出された。肝炎、出血兆候、脳炎などを伴  
い、致死率は25％であった。感染経路はヒツジやヤギの直  
接接触か蚊刺傷からの感染が考えられ、新たな人畜共通  
出血熱と考えられる。  

変異型クロイツ  
偵性炎症性腎疾患が、感染性ブリオンを尿中に排出する引  Science2005こ310：  

324－326   

フェルト・ヤコブ 病  
き金になるか検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイ  
ピー感染マウスの尿蛋白を按種した非感染マウスは、スク  
レイピーを発症した。尿はプリわの水平感染へ●クターとなり、  
排泄臓器の炎症はプリわの拡大に影響を及ぼす可能性が  
示唆された。  

Transfusion2005：  
45：1804－1810  

寄生虫感染  
のバベシア流行地及び非流行地の血液ド  

ナーそれぞれ1745例の血清をBabesiamicroti抗体につい  
て調べた。流行他の血清学的腸性血液ドナーは24例  
（1．4％）で．非流行他の陽性血液ドナー（6例、0．3％）より多  
かった。また．血清学的陽性の血液ドナー19例のうち10例  
（53％）がPCRによりBabesiamicrotiに陽性であった。輸血に  
より本寄生虫血症が伝播するおそれがある。   
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生物由来  原材料名  

変異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

JViro12005；79：  

13794－13丁96  の脳内に接種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患  
を発現した。リスザルの脳組織にはPrPresが検出され、海  
綿状変性が認められた。霊長類にCWDが感染した初めて  
の報告である。  

中国で初めて2例の高病原性トリインフルエンザウイルス  2005年  トリインフルエ  

ンザ  

WHO／CSR  
ll月17日   （H5Nl）感染症例が確認された。1例は回復したが、もう1例  

は死亡した。  

米国で198丁年から1  
ウイルス感染  

2005；43：5428－  JCIin Microbio1  5434  ら採取し、凍結保存した末梢血単核細胞（PBMC）と2002年  
から2003年に健常者19例から採取した新鮮P8MCにおい  
てヒト／くピローマウイルス（HPV）DNAを調べた。患者8例と  
健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループの大部  
分に慣性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出され  
たHPVゲ／ムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPV  
のキャリアであり、血液を介してHPVを広めるおそれがあ  
ることが示唆された。  

毒性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が  クロストリジウ ム感染  NEnglJMed2005：  
353：2433－2441  高まったClostridiumdi代cileの新菌株の出現により、関連  

疾患の発生率と重症度が上昇している可能性が示唆され  
ている。2000年から2003年に本菌関連疾患の集団発生が  
起きた8医療施設から得た本菌の分離株187株を、2001年  
以前の分離株データベースと比較した。その結果、全施設  
の分離株で同定された最近のB】／NAPl株は、ガチフロキ  
サシンとモキシフロキサシンに耐性を示すことが明らかと  
なった。  

HBVDNA陽性、  B型肝炎  
有…  看‥   

有効成分 添加物  
人血清ア  
ルブミン  

人血扁  

①②④⑤日 本、③米国  株式会社 ベネシス  .HBc AABB Weekly 
Repo止  

2005；11（26）：4－5  

抗体陰性、H8s抗原陰性、又は中和試験で確認されない  
が、繰り返しHBs抗原陽性であった輸血用の全血および血  
液成分のトーナーは、最低6ケ月経過した後に個別NATにより  
HBVDNA陰性、HBc抗体陰性及びHBs抗原陰性であれば  
再登録できることを合意した。   

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子④  
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子⑤  
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Nature2005；437：  

257－261  ズと、感染性及び変換活性との関係を調べたところ、川－  
28打P分子に相当する凝集塊を持つ非線維粒子がTSEの  
最も有効なイニシエーターであることが示唆された。  

ウエストナイル  

ウイルス  
は之005年10月3日、米国から日本帰国した男  Yomiuri Online 

2005年10月3日  性会社員が米国で流行中のウイルス感染症である西ナイ  
ル熟と診断されたと発表した。発熱などの症状がみられた  
が、すでに回復している。  

ウイルス感染  
サウジアラビアA肘1umra地区で用95年に6人のデング熱  

のような患者から、ダニ媒介性キヤサヌル森林熟ウイルス  
に非常に類似した新種のフラビウイルスが発見され、  

J】nfect2005：51 91－97  

AしKV（A批humravirus）と命名された。サウシ了ラビアMakkahで  
2001年－03年にALKV疑い37例が確放され、そのうち20例  
からALKVが検出された。肝炎、出血兆候、脳炎などを伴  
い、致死率は25％であった。感染撥路はヒツジやヤギの直  
接搾触か蚊刺傷からの感染が考えられ、新たな人畜共通  
出血熱と考えられる。  

フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

悼性炎症性腎疾虐が、感染性プリわを尿中に排出する引  Soience2005：310：  

324－326  き金になるか検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイ  
ピー感染マウスの尿蛋白を榛種した非感染マウスは、スク  
レイピーを発症した。尿はブリわの水平感染へ●クターとなり、  
排泄臓器の炎症は70リわの拡大に影響を及ぼす可能性が  

示唆された。  

寄生虫感染  のバベシア流行地及び非流行他の血液ド  
Transfusion2005ニ  

45：1804－1810  ナーそれぞれ1745例の血清をBabesiamicroti抗体につい  
て調べた。流行他の血清学的陽性血液ドナーは24例  
（1．4，i）で．非流行他の陽性血液ドナー（6例、0．3％）より多  

かった。また．血清学的陽性の血液ドナー19例のうち10例  
（53％）がPCRによりBabesiamicrotiに陽性であった。輸血に  
より本寄生虫血症が伝播するおそれがある。  
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変異型クロイツ フェルトヤコブ 病  
慢性消耗病（CWD）感染ミュールジカの脳組織を、リスザル  
の脳内に接種したところ、リスザルは進行性神経優性疾患  
を発現した。リスザルの脳組織にはPrPresが検出され、海  
綿状変性が認められた。霊長類にCWDが感染した初めて  
の報告である。  

JViro12005；79：  

13794－13796  

中国で初めて2例の高病原性トリインフルエンザウイルス  WHO／CSR2005年  
＝月17日  

トリインフルエ ンザ  
（H5Nり感染症例が確托された。1例は回復したが、もう1例  
は死亡した。  

987年から1  ウイルス感染  

2005：43：5428－  JClin Microbio1  5434  ら採取し、凍結保存した末梢血単核細胞（PBMC）と2002年  
から2003年に健常者19例から採取した新鮮PBMCにおい  
てヒトパピローマウイルス（HPV）DNAを調べた。患者8例と  
健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループの大郎  
分に膿性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出され  
たHPVゲノムはエビソーム型として存在した。P8MCはHPV  
のキャリアであり、血液を介してHPVを広めるおそれがあ  
ることが示唆された。  

米国において、毒性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が  クロストリジウ  N亡nglJMed2005ニ  

353：2433－2441  高まったCloさtridiumdi作cileの新菌株の出現により、関連  
疾患の発生率と重症度が上昇している可能性が示唆され  
ている。2000年から2003年に本菌関連疾患の集団発生が  
起きた8医療施設から得た本菌の分離株18丁株を、2001年  
以前の分離株データベースと比較した。その結果、全施設  
の分離株で同定された最近のBI／NAPl株は、ガチフロキ  
サシンとモキシフロキサシンに耐性を示すことが明らかと  
なった。  

米国のFDA血液製剤諮問委員会で、HBVDNA陽性、  
B型肝炎  

着…  
株式会社 ベネシス  血液凝固 第Ⅷ因子  

入鹿藩  有効成分   自首  AABB Weekly 
Report  
2005；11（26）：4－5  

抗体陰性、HBs抗原陰性、又は中和試験で確認されない  
が、繰り返しHBs抗原陽性であった輸血用の全血および血  
液成分のドナーは、最低6ケ月経過した後に個別NATにより  
HBVDNA陰性、HBc抗体陰性及びH8s抗原陰性であれば  
再登録できることを含意した。   
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生物由来  原材料名  

Nature2005；437：  

257－261  ズと、感染性及び変換活性との関係を調べたところ、川－  
28PrP分子に相当する凝集塊を持つ非線維粒子がTSEの  
最も有効なイニシエーターであることが 示唆された。  

厚生労働省は2005年10月3日、米国から日本帰国した男  
性会社員が米国で流行中のウイルス感染症である西ナイ  
ル熟と診断されたと発表した。発熱などの症状がみられた  
が、すでに回復している。  

ウエストナイル  

ウイルス  
Yomiuri Online 
2005年10月3日  

ウイルス感染  
サウジアラビアA旧Iumra地区で1995年に6人のデング熱  

J】nfect2005；51 9ト・97  のような患者から、ダニ媒介性キヤサヌル森林熟ウイルス  
に非常に類似した新種のフラビウイルスが発見され、  
ALKV（Alkhumravirus）と命名された。サウゾアラt’TMakkahで  
2001年－03年にALKV疑い37例が確認され、そのうち20例  
からALKVが検出された。肝炎、出血兆候、脳炎などを伴  
い、致死率は25％であった。感染経路はヒツジやヤギの直  
接搾触か蚊刺傷からの感染が考えられ、新たな人畜共通  
出血熱と考えられる。  

変異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

性性炎症性腎疾患が、感染性プリわを尿中に排出する引  Science2005：310：  

324－326  き金になるか検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイ  
ピー感染マウスの尿蛋白を榛種した非感染マウスは、スク  
レイピーを発症した。尿はブリオンの水平感染へ●クターとなり、  
排泄臓器の炎症はプリわの拡大に影響を及ぼす可能性が  
示唆された。  

コネチカット州のバベシア流行地及び非流行地の血液ド  
ナーそれぞれ1745例の血清を8abesi8microti抗体につい  
て調べた。流行他の血清学的陽性血液ドナーは24例  
（1朋）で．非流行他の陽性血液ドナー（¢例、0．3％）より多  
かった。また．血清学的腸性の血液ドナー19例のうち10例  
（53％）がPCRによりBabesiamicrotiに陽性であった。輸血に  
より本寄生虫血症が伝播するおそれがある。   

寄生虫感染  
Transfusion2005：  
45：1804－1810  
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